
















　　　ロキシーと







　風呂に入ろうと思って脱衣所に行くと、神がいた。

　そう、ロキシーが下着姿で、姿見の前に立ち、ポーズを取っていたのだ。

　それもセクシーなポーズだ。なぜか顔はかなり険けわしいが……なかなかお目にかかれない光景だ。

　奇跡、といっても過言ではないだろう。

「おぉ、神よ……」

　俺の口からは感謝の言葉が漏れ出て、より敬虔けいけんになった。信仰というものは、基本的に自分をよりよくしたり、自分の精神を守ったりするもので、見返りを求めてはいけないものだと思っているが、しかしこうして奇跡を目の当たりにすれば、人は神の存在を確信し、より信仰を深めるものなのだ。

　そんな俺の敬虔さに、神はこうおっしゃられた。

「ちょ！　なんですかルディ！　いきなり入ってこないでくださいよ！」

　と。

「見られたくないなら自分の部屋でやればいいじゃないですか」

　俺も常識的にそう返す。確かにノックした方がマナー的にはいいかもしれないが、ウチの脱衣所にそうしたルールは無いからだ。

　なぜ無いのかといえば、俺がこうしたハプニングを期待しているからだろう。

　今まであまりなかったし、ナナホシがたまに風呂に入りに来るようになってからは、ハプニングを起こさないように気を付けていたからだ。

　ハプニングが起きて欲しいのに、起きないように気を付ける。

　まさに二律背反だ。

「いえ、私の部屋には大きな鏡がないので……」

「大きな鏡で何を確認していたんです？」

　そう聞くと、ロキシーはもじもじとへそのあたりで指をいじくり始めた。

　そして言いにくそうに、口を開いた。

「いえ、その、この間、四人で、その、したじゃないですか」

「はい。その節はありがとうございました」

　最高の一夜だった。

　だが、完全に俺のワガママを通してもらった形である。基本的に三人は一緒にではなく、一人ずつ愛されることを好んでいるのだから。感謝せねばなるまい。

「それが？」

「あの日の翌日、私が一番最初に起きたのですが、その、シルフィとエリスを見て、我に返ったといいますか……魅力というものについて考えてしまいまして」

　なるほど。確かにスレンダーながらも均整が取れていて美しいシルフィと、母親ゆずりのワガママボディに加えて鍛錬で余計なものをそぎ落としたエリス。

　二人と比べると、ロキシーはいわゆる幼女体系というか、人族基準で言う所の子供っぽい体つきをしている。

　種族柄仕方のないことではあるが、ロキシーが昔からそれを気にしていることは、俺も知っている。だからこういう時は、安心させるようにこう言うのだ。

「ロキシーは、魅力に溢あふれている。俺が保証しよう」

「こういう時のルディの言葉は信用できないんですよね」

　キリッと決め顔で言ったのに、じっとりとした目で返されてしまった。

　おかしいな。そもそも行為の度に愛を証明してきたはずなのに……とはいえそれでも信じられていないというのであれば、俺も言葉を選ばなければなるまい。

「こほん、例えばここに、三種類のお菓子があるとするじゃないですか。ドーナツと、プリンと、ケーキとしましょう」

「はぁ」

「ロキシーはどれも好きですよね」

「まぁ」

「三つあったら全部美味しく食べますよね？」

「えぇそれはもちろ……いや、独り占めするほど意地汚くはないですよ？」

　わかっていますとも。

「さて、ではそこにあるお菓子が、違う料理人が作った三つのドーナツだったらどうでしょう？」

「……比べてしまうでしょうね」

「そういうことです」

「そういうことですか」

　同じ種類のものであれば、人は意図せずともどれが一番か決めてしまうものだ。

　しかし、違う種類のものであれば、比べることなく別のものとして楽しめる。

　だから、比べること自体が間違っているのだ。

「ルディ」

　ロキシーが抱き着いてきた。

　なんてこった。ロキシーが自分からいきなり抱き着いてきてくれるなんて珍しい！

　いつもは周囲をきょろきょろ見渡して、誰も見ていないことを確認してからか、抱き着いてもいいですか？　って聞いてからなのに！

　抱きしめ返そう今すぐに！　今こそ愛を証明するんだ！

　ルーデウス早くしろ、間に合わなくなる前に！

「ルディは三つとも独り占めして、意地汚いですね」

　抱きしめ返すと、ロキシーはそう言った。もしかすると、罠だったのかもしれない。

「えろうすんまへん」

　弁明の余地はない。愛想をつかされたら、いつでも土下座して、行かないで、悪い所があったら直すから見捨てないでと泣きべそをかく準備はできている。直りそうにないものも多くあるが。

「そういう所も好きだからいいですよ」

　ロキシーはそう言うと、サッと俺から離れ、手早く服を着ると、脱衣場から出て行ってしまった。

　最後に廊下の方から鼻歌が聞こえてきたので、きっと俺の言葉は間違っていなかったのだろう。

　そう思い、俺は風呂場へと向かうのだった。
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